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【背景】精神的な健康状態の悪化に伴う生活習慣の悪化は、新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）のパンデミック下において重要な懸念事項となり得る。しかしながら、日本の一般住民を対

象としたパンデミック期間中のメンタルヘルスと生活習慣の変化との関連性を調査した研究はほ

とんどない。

【対象と方法】NIPPON DATA2010 の 2021 年度追跡調査の対象者（2184 名）のうち回答が得られ

た 2,037 名より、欠損等があった 491 名を除外した 1,546 名を解析対象とした。Kessler 6（K6）尺

度を用いて評価した最近の精神状態と、パンデミック以前と比較した生活習慣の変化を、自己記

入式質問票を用いて調査した。身体活動量の減少などの生活習慣の変化は望ましくないものと定

義し、飲酒量の減少などの生活習慣の変化は望ましいものと定義した。K6 スコアに基づき、参加

者を K6<5、5≤K6<9、K6≥9の 3 群に分類した。K6 群における各生活習慣の変化について、K6<5
群と比較したオッズ比（OR）および 95%信頼区間（CI）を、潜在的な交絡因子を調整した上で推

定した。

【結果】K6≥9 群におけるすべての望ましくない生活習慣の変化についてオッズ比は有意に高く、

特に飲酒量の増加（OR 4.64、95% CI 2.71-7.93）および身体活動量の減少（OR 4.63、95% CI 3.29-
6.52）で顕著であった。望ましい変化については、K6<9 群における家庭料理の増加のオッズ比が

有意に高かった。

【結論】COVID-19 パンデミック期間中、日本人一般集団において、メンタルヘルスの悪化は、特

に飲酒量の増加や身体活動量の減少といった望ましくない生活習慣の変化と有意な関連を示した。 
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